
特別講演 14:05 – 14:55
片山 泰一 教授
大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学
連合小児発達学研究科・分子生物遺伝学研究領域

社会から求められている学際領域の重要性
－製薬会社、アカデミアから社会連携に至る自身の経験から－

京都薬科大学教員 一般講演

楠本 正明 教授 （臨床薬学教育研究センター）
医療薬学と薬剤師

小田 真隆 教授 （微生物・感染制御学分野）
機能性糖脂質を利用した新たな感染制御法の開発

武上 茂彦 准教授 （薬品分析学分野）
リポソームを用いた電気化学発光の信号増幅戦略
－ドイツ・レーゲンスブルク大学での研究－

河嶋 秀和 准教授 （放射性同位元素研究センター）

開会の辞 後藤 直正 学⾧

一般講演（1）15:10 – 15:35

一般講演（2）15:35 – 16:00

一般講演（3）16:00 – 16:20

一般講演（4）16:20 – 16:40

酸化LDLが有する新規生理活性の探索に向けて
－放射性トレーサー法を用いた検討－

閉会の辞 KPUシンポジウム委員⾧ ⾧澤 一樹 教授

実行委員:⾧澤 一樹（委員⾧），安井 裕之，加藤 伸一，高田 和幸（窓口），中村 暢彦，辻本 雅之，小林 数也，林 直樹，河下 映里（窓口）
連絡・問合先:607-8414 京都市山科区御陵中内町５ 京都薬科大学

高田（病態生理学分野:TEL: 075-595-4706，kaz @mb.kyoto-phu.ac.jp）
河下（病態生化学分野:TEL: 075-595-4759，erikawa@mb.kyoto-phu.ac.jp）


